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1. まえがき

第5回大陸棚調査の調査区域は，大東海嶺東方で南高鵬海山を含み，区域の名称は「南高鵬海山付近」と

称する。調査は昭和59年12月から昭和60年 1月にかけ，視lj量船「拓洋」により実施された。

以下lζ当該調査及び成果の概要を報告する。

2. 調 査（第 l図，第 2図参照）

調査区域は四国海盆の南西部に位置し， 24° 00’N, 135。00’E～27。00’N, 137。30’Eの範囲の方形区域
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第 1図調査区域図（斜線部分が調査区域）
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である。区域のほぼ中央を北北西から南南東K，九州ーパラオ海嶺が縦断し，同海嶺西側は北大東海盆（仮

称），大東海嶺及び南大東海盆（仮称），東側は四国海盆南西部となっている。

調査期間は昭和59年12月3日から12月24日まで，及び昭和60年 1月7日から 1月26日までの 2行動で，計

42日間である。主損lj線は南北方向 5海里間隔，交差測線は東西方向約30海里間隔とし，乙のうち，マルチチ

ャンネノレ音波探査を北緯25度線沿いで行なった。乙れら全測線の総延長は， 6,620海里であった。

第2図 海底地形名称及び採泥点〔＠はドレッジ採泥点，

＠は柱状採泥点， SK-C,SK-8は第4図，第 5図の測線を示す。〕
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調査機器は従来と同様K，船位は複合測位装置（全測線），測深はナローマノレチビーム測深機（全測線），

地質構造は12チャンネ jレ（ 135海里）と 1チャンネ Jレ（ 6,100海里）音波探査装置及び表層音波探査装置（全

測線），地磁気はプロトン磁力計（ 6,235海里人重力は海上重力計（全測線），採泥はチェーンバック型採泥器

(4点），柱状採泥器（ 1点）で行い，採泥と合わせて海底写真撮影（准点）を実施した。

また，区域内でフラックスゲート型海底磁力計による地磁気観測を行った。
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第3図海底地形図
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3. 調査結果

（海底地形）第 2区l，第 3図参照

調査区域内の海底地形を概観すると，九州、｜ーパラオ海嶺が北北西から南南東lζ延びており，幅は約 100伽

～ 150 kmで‘ある。海嶺の東側は急峻な崖を形成し，西側の大東海嶺側と東側の四国海盆側での海底地形の様

相は大きく異なる。また，九州ーパラオ海嶺の東側と凹国海盆との接合部lζは26。30’N,. 136。00’E付近の

南高l鵬凹地， 25。00’N, 136。30’E付近の 6,400m凹地があり，それらの西相IJk，比高 2,000m程度の北北西

から南南東K走る大きな断層崖が見られる。

九州ーパラオ海嶺は，調査区域中央で西側の大東海嶺lζ接しており，乙の乙とにより調査区域西半分は，

接合部付近の頂部水深 744mの744m海山，その南側の九州、｜ーパラ オ海嶺と並走する 1,220m海山（頂部水

深－1,220 m), 1,200汎海山（頂部水深 1,200 m）を代表とする多数の海山，海丘lζ富む複雑な地形とな

っている。

北高鵬海山は，最浅水深330m，長さ 30km,I隔印刷，水深2,000仇～3,000mの東西lと細長い平坦な頂部を有する。そ

の南側iζ位置している南高IV臨海山は九州、｜ーパラオ海嶺の車rtrIL.沿って長さ30伽，幅lOkmの細長い形状で最浅水

深は 362mで、ある。区域の東半分を占める四国海盆は，水深4,000m～6,000mで‘大規模な起伏は無いが比高

500汎程度の海丘が多数分布し，小規模な起伏lζ富んだ海底地形を呈している。

区域内の大東海嶺東端部は，概して水深 2,000m～3,000mの平坦部を有する海嶺主部と，その上K乗る小

規模な水深 1,300m～ 1,500mの山体でわ時成されている。四国海盆の水深は，九州ーパラオ海嶺西側区域の水

深と比較して 2,000m～3,000m程深くなっているの

（海底地質構造）第 4図，第 5区｜参照

25° 00’Nの緯線上を横断する音波探査記録を第4図K，南高鵬海山を南北lと縦断する音波探査記録を第5

図lζ示す。南大東海盆は，音響的基盤の上K地層が厚く堆積しており，それが強い摺曲又は断層を受けてい
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第 4区｜ 音波探査 ・重力（フリーエア）異常 ・地磁気全磁力異常断面図
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6,400 m凹地lと続いている。それが南高鵬凹地，大きな断層が見られ，る。九州ーパラオ海嶺の東側iζは，

乙れら海盆中lζは地層が厚く層をなしているのが認められる。

詳細は後日に報告する予定である。

質）第 2図参照

当区域の採取した試料の目視観察等の結果は次表のとおりである。

層厚の分布等は解析中であり，当区域の地層対比，なお，

（底

底質採取 一 覧 表

採取番号 年 月 日 地 青5 採取位 置 水 深 底 質

5905 DOl 60・ 1・22 北高鵬海山北側鞍部 26°46.1’N 135。27.4’E 1,830m Mn, Sp 

5905 D02 60・1・22 南高鵬海山頂上付近 26。06.4'.N 135。49.1’E 503m Co 

5905 D03 60・1・21 744 m海山 25。33.8’N 135。35.4’E 1,020仇 Mn, FrS 

5905 D04 60・ 1・20 1,200 m海山 24。36.4’N 136。27.9’E 1,340m Mn, Sp 

5905 COl 60・ 1・23 南高鵬凹地 26。23.0’N 136。01.4’E 5,970m M 
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音波探査・重力（フリーエア）異常・地磁気全磁力異常断面図
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第 5図
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（地磁気）第6図参照
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第6図地磁気全磁力異常図
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九州ーパラオ海嶺上で北北西から南南東iζ直線的な磁気異常があり， 25。30’N付近で急lζ南南西lζ向きを

変えているのが認められる。同海嶺と大東海嶺の交文している地域では， 800nT程度の振幅を示すダイポー

ノレ磁場が見られる。四国海盆中には顕著なダイポール磁場が見られず， －lOOnT程度の小さな異常が広範囲

lζ分布している。九州ーパラオ海嶺を挟んで：西側区域の海山を中心とした不規則iζ点在する磁気異常と，東

側四国海盆中の磁気異常のパターンは，様相が異なっている。
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第7図重力（フリーエア）異常図

磁気基盤深度及び磁化率ぷ九州一パラオ海嶺で 3.5～4.0km・3～8×川である。ヰ異常の最大値は，

1,220 m；海山西側の 472nT，負異常の最大値は，南高鵬海山東部の－ 468nTである。

（重力）第7図参照

区域中のフリーエア重力異常分布を概観すると，九州ーパラオ海嶺の軸lと沿って 120～130mGalの正異

常が海山地形と良く一致して延びており（最大値 182mGal)，その東側の四国海盆では 2omoa1程度の正異
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常が広範囲に分布している。一方，西側の北大東海盆（仮称），南大東海盆（仮称）では反対に－ 20mGal程

度の負異常が分布しており，九州ーパラオ海嶺を挟んで西側の大東海嶺側と東側の四国海盆側とは重力異常

分布の様相が異なっている。又，九州ーパラオ海嶺上の海山群による重力の大きな正異常と，それと対をな

して存在する同海嶺東側の海盆中lζ見られる －50～－90mGalの負異常が特徴的である。

報告者紹介
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